
O T E M O N  I N F O R M A T I O N

ベンチャービジネス研究所

ス
ポ
ー
ツ
研
究
セ
ン
タ
ー

成
熟
社
会
研
究
所

2
0
1
5
年
4
月

地
域
創
造
学
部
、開
設
決
定
！

これからの働き方や企業のあり方を“ベンチャー”という視点からとらえて研究する「ベンチャ－ビジネス研究所」では、
学生を対象としたイベント・プログラムも主催している。ぜひ気軽に参加して、“将来の種”を蒔いてみよう。

　

2
0
1
4
年
5
月
29
日
、学
校
法
人

追
手
門
学
院
の
附
属
機
関
と
し
て「
成

熟
社
会
研
究
所
」が
、大
阪
城
ス
ク
エ
ア

内
に
誕
生
し
た
。多
様
な
選
択
肢
に
揺

れ
る
社
会
の
中
で
、「
若
い
人
達
の
自
立

に
関
わ
る
テ
ー
マ
」「
次
世
代
の
た
め
の

社
会
環
境
に
関
す
る
テ
ー
マ
」を
切
り
口

に
調
査・研
究・発
信
を
行
っ
て
い
く
。

　

学
生
参
加
型
の
企
画
も
多
数
実
施

予
定
。第
一
弾
は「
シ
ェ
ア
ラ
ボ
」。カ
フ
ェ

の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
、教
職
員
、

保
護
者
、地
域
や
企
業
の
方
々
と
一
緒
に

　

追
手
門
学
院
大
学
の
新
た
な
学
部

と
し
て
、「
地
域
創
造
学
部
」（
学
部
長

予
定
者
：
武
田
佐
知
子
）が
2
0
1
5

年
4
月
か
ら
開
設
さ
れ
る
。

　

本
学
の
あ
る
茨
木
が
、京
都
・
大
阪
・

神
戸
の
三
都
市
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
る
と

い
う
地
の
利
を
生
か
し
、こ
こ
を
拠
点

に
研
究・教
育
を
展
開
し
て
い
く
。

　

学
部
の〝
ミ
ッ
シ
ョ
ン
〞と
し
て
、

●
地
域
の「
ニ
ー
ズ
」を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
。

●
地
域
の「
宝
物
」を
発
見
す
る
。

●
地
域
の「
ア
ン
テ
ナ
」に
な
る
。

●
地
域
の「
ナ
ン
バ
ー
1
」を
つ
く
る
。

の
4
つ
を
掲
げ
、地
域
の
行
政
や
企

業
、文
化
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど
幅
広
い
分

野
を
対
象
に
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
っ
た
実
践
的

な
取
り
組
み
も
積
極
的
に
行
い
な
が

ら
、地
域
研
究
に
お
い
て〝
最
先
端
〞

の
役
割
を
担
え
る
学
部
を
め
ざ
し
て

い
く
。

　

設
置
さ
れ
る
の
は
、

【
地
域
経
済 

・ 

事
業
創
造
コ
ー
ス
】

【
観
光 

・ 

ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス
】

【
都
市
文
化 

・ 

文
化
創
造
コ
ー
ス
】

の
3
つ
の
コ
ー
ス
で
、い
ず
れ
も

○
社
会
へ
の
理
解・知
識

○
企
画・提
案・情
報
発
信
力

○
社
会
貢
献・協
働
力

と
いっ
た
、社
会
人
と
し
て
即
戦
力
に
な

り
う
る
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
、新

し
い
文
化
や
ビ
ジ
ネ
ス
、行
政
サ
ー
ビ
ス

を
創
造
で
き
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し

て
い
る
。

　

ま
た
、卒
業
後
の
活
躍
の
場
に
海
外

を
視
野
に
入
れ
て
い
る
学
生
の
た
め
に
、

充
実
し
た
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
準

備
さ
れ
て
い
る
。

社
会
の
出
来
事
を
学
び
な
が
ら
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、成
熟
社
会
の
現
状

や
課
題
を
見
つ
め
な
お
す
。多
様
な
考

え
方
に
触
れ
る
こ
と
で
、視
野
が
広
が

り
自
分
の
軸
が
磨
か
れ
る
だ
ろ
う
。

　

今
後
は
、学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
に
よ

る
調
査
活
動
や
、学
外
の
研
究
機
関
、

N
P
O
と
の

共
同
研
究
な

ど
も
検
討
し

て
い
る
。
関

心
の
あ
る
学

生
は
学
内
の

掲
示
等
に
注

目
を
。

若
者
と
一
緒
に

次
世
代
の
成
熟
を
探
る
！

地
域
の
今
を
知
り

未
来
を
担
え
る
人
材
の
輩
出
を

社
会
で
即
戦
力
に
な
り
う
る

知
識・技
能
の
習
得
を
め
ざ
す

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
は
、

経
営
学
部
の
教
員
を
中
心
に
構
成
さ

れ
、国
内
外
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の

理
論
的
・
実
証
的
研
究
の
ほ
か
、そ
の

成
果
を
発
信
す
る
た
め
の
講
演
や
レ

ビ
ュ
ー
発
行
な
ど
を
行
う
が
、学
生
が

直
接
参
加
し
取
り
組
め
る
、さ
ま
ざ

ま
な
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　
「
グ
ッ
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
」や「
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」の
主
催
以
外

に
も
、茨
木
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
茨
木
商

工
会
議
所
商
業
部
会
と
の
共
催
に
よ
る

「
市
民
1
0
0
0
人
ア
ン
ケ
ー
ト
」を

実
施
し
た
り
、学
内
で
の
定
期
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て「
ア
プ
リ
研
究
会
」を

毎
週
土
曜
日
に
開
講
し
て
い
る
。

　
「
知
識
や
ス
キ
ル
が
無
く
て
も
、興

味
さ
え
あ
れ
ば
、ど
の
学
部
の
学
生

に
も
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
語
る
の
は
、所
長
を
務
め
る
田

淵
正
信
経
営
学
部
教
授
。「〝
ア
プ
リ
〞

を
目
下
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
の
も
、

気
軽
に
始
め
ら
れ
る
か
ら
、と
い
う
理

由
で
す
。発
想
・
ア
イ
デ
ア
に
可
能
性

が
あ
れ
ば
、ア
プ
リ
以
外
の
研
究
会
を

立
ち
上
げ
て
も
い
い
。学
生
が
個
々
に

持
つ
能
力
を
開
花
さ

せ
、発
揮
で
き
る
場

所
に
な
れ
ば
い
い
な

と
考
え
て
い
ま
す
」。

個
々
の
能
力
を
開
花
さ
せ

発
揮
で
き
る
場
所
と
し
て

企画・プログラム・デザイン…、
ベンチャービジネスを体験しよう！

●お問い合わせ
TEL : 072-641-7374
Mail : venture@ml.ccile.otemon.ac.jp

●お問い合わせ
ベンチャービジネス研究所（中央棟1F）
［ 月・水・木／9：15～16：00／担当 宮下 ］
TEL : 072-641-7374
Mail : venture@ml.ccile.otemon.ac.jp

アプリ研究会

ビジネスプラン
コンテスト

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
主
催
で
毎

年
行
わ
れ
る「
追
大
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」の〝
前
哨
戦
〞と
し
て
、今
年
新

た
に
設
け
ら
れ
た「
追
手
門
グ
ッ
ズ
コ
ン
テ
ス

ト
」が
、6
月
21
日（
土
）に
行
わ
れ
た
。

　

1
次
審
査
を
通
過
し
た
18
チ
ー
ム（
高
校

生
3
チ
ー
ム
を
含
む
）が
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画

案
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。「
グ
ッ
ズ
と
し
て

の
価
値
」「
宣
伝
効
果
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
共
感
性
」「
実
現
可
能
性
」な
ど
の
審
査

基
準
を
も
と
に
争
わ
れ
た
結
果
、経
営
学
部

3
年
生
の
チ
ー
ム
T
・
O
・
M（
写
真
左
）に
よ

る『
追
手
紙（
レ
タ
ー
セ
ッ
ト
）』と
、同
じ
く

経
営
学
部
3
年
生
の
嶋
本
純
也
さ
ん（
写

真
右
）に
よ
る『
お
う
て
も
ん
の
あ
ま
い
も
ん

（
金
太
郎
飴
）』が
見
事
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

「グッズを何にするかよりも、チャリティー募金と売上金全額
寄付という、他チームとの差別化を図るためのアイデアを
重視していました」（光岡さん）。「人前でこんなに上手く話
せたのは初めてですね。1ヵ月間考え続けたことについての
プレゼンだったから、言葉も出やすかったのだと思います。こ
ういう場では、型にはまらず自由に、伝えたいことだけはしっ
かりと伝えるのが大切だなと改めて感じました」（高谷さん）。

第
１
回 

追
手
門
グ
ッ
ズ

コ
ン
テ
ス
ト
開
催

I N T E R V I E W  

チーム T.O.M
「追手紙」
経営学部
マーケティング学科 3年
高谷慶輔さん（写真右）
大原翼さん
光岡紗希さん（写真左）

型にはまらず自由に、伝えたいことを
しっかり決めて伝えることが大切。

参加者募集中！

Mail : venture@ml.ccile.otemon.ac.jp

アプリ研究会
日 時 毎週土曜日／3限・4限
場 所 中央棟1F

君のアイデアを待っている！
第5回／追大学生

「何をビジネスとして行うか？」
「どうやって利益を上げるのか？」を考え、
社会を変える新たなビジネスを考えよう。

平成26年11月3日（月）まで
［2次審査は平成26年11月29日（土）、5301教室にて］

募集
期間

大阪府下の高校・大学・大学院に通う学生（個人
またはグループ。ただし、大学生・大学院生の場
合は、追手門学院大学の学生個人か、1人以上
の追手門学院大学学生を含むグループ）

応募
資格

優秀賞
QUOカード
5万円分［1組］

ほか

写真左は新作狂言「茨木童
子」。写真右は「見山の郷・商品
開発プロジェクト」。これら「地域
文化創造機構」を中心に、追大
生が参加してきた多彩な地域振
興プロジェクトの実績は、地域創
造学部でも活かされていく。

コ ー ス 紹 介

地域経済 ・事業創造
コース
地域経済や地場産業、地方自治体といっ
た地域を支える仕組みなどを学びながら、
地域のニーズや課題の発見およびその
解決にも取り組み、地域社会に貢献でき
る人材の育成をめざす。また、技能や家
業の承継、起業についての知識も身につ
ける。

観光 ・ まちづくり
コース
観光資源の発掘・創造やまちづくりをテー
マに、数多くのフィールドワークや実習を
行い、幅広い知識と実務的な経験を身に
つけながら、地域ならではの魅力を広く社
会に発信していく力を育てる。地域企業と
の連携プロジェクトなど、より実践的なプロ
グラムも実施される。

都市文化 ・文化創造
コース
景観や歴史、地場産業やメディアなど、広
い視点から文化をとらえ、地域の発展を見
すえた総合的なプロデュースを学んでい
く。また、日本文化をはじめとするさまざな
教養を身につけながら、それらを海外へ発
信していくための外国語運用能力なども
磨いていく。

NEWNEW

NEW

PICK UP

　

追
手
門
学
院
大
学
創
立
50
周
年
記

念
事
業
の一
環
と
し
て「
ス
ポ
ー
ツ
研
究

セ
ン
タ
ー
」が
大
学
内
に
設
立
さ
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
教
育
を
は
じ
め
、ス
ポ
ー
ツ
マ

ネ
ジ
メ
ン

ト
、地
域
ス

ポ
ー
ツ
や
生

涯
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
研

究
す
る
と

ス
ポ
ー
ツ
を
文
化
と
し
て
育
成

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
に
も

と
も
に
、地
域
住
民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
指

導
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
、市
民
の
健

康
・
体
力
向
上
を
支
援
す
る
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

7
月
26
日
に
は
学
生
会
館
大
ホ
ー

ル
に
て
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
。日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
名
誉
会

長
川
淵
三
郎
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
た
。さ
ら
に
、「
大
学
と
地
域
ス
ポ
ー

ツ
」を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、大
学
が〝
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
〞と
な
る
こ
と
の
意

義
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

［ i n te r v iew ： 八木 真奈美／松岡 駿弥／壽崎 達也 ］
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